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１.〔報告〕第6回アイスクリームキャンプ

概要

日時：10月25日~28日 (3日間)
場所：タイ、ノンカーイ県レデンプトリスト高等専門学校
後援：あいおいバンコク様 (Aioi Bangkok Insurance Public
Company Limited)
参加者：WAFCAT奨学生32名＋スタッフ18名＋支援者10名＋保
護者18名＋先生方15名＝93名

目的

1.障がい児がプログラムを通じて互いに学び合うことを促進する。
2.障害のある生徒が自分の興味を見つけ、人生の目標を設定する
ことを促進する。
3.障がい児のインターンシップの準備
4. 後輩を助けるための先輩のネットワーク作りを促進・発展させる。



アイスクリームキャンプの様子 

みんな楽しめるアイスブレイク ゲスト（車いすユーザー)による講演会

小旅行ーノンカーイ県水族館

後輩のための先輩ネットワーク
（右：新委員長、ナムワーンさん)

ワークショップ
（なりたい職業、ベーカリー）

一人暮らしの経験談



2.〔報告〕函館東ロータリークラブ（車いす贈呈式）

11/20 車いす贈呈式

長年WAFCAのことをご支援してくださっている函館東ロー
タリークラブ様がWAFCA事務所に来所。寄贈式の会場はシ
ンブリー県特殊教育センター（タイ中部)で行われました。

そのほか、当日は車いすのフィッティングを
実演しました。16台の車いすを16人の障がい児に贈呈する
ことができました。

ありがとうございました。引き続きご支援賜りますようお願
い申し上げます。



3.〔報告〕第20回タイフレンドシップツアー

概要

期間：2023年11月23日~28日 (5日間)
訪問県：バンコク都、サムットプラカーン県、コーン
ケン県、マハーサラカーム県
参加者：9名 
内容：サムットプラカーン県特殊教育センターと車い
すサービスセンター訪問、車いす整備活動、バンコク
ツアー（ロイクラトン祭り)

3年ぶりのタイフレンドシップツアーで、今まで何回も
参加したことがある参加者は喜んでくれました。現地
で実際どういう活動をしているのかを自分の目を通し
て見るのはとても貴重な経験だと思います。

今後もツアーの実施していきたいと考えています。も
し良かったら、現地に行って体験してみませんか。



タイフレンドシップツアーの様子

サムットプラカーン県特殊教育センター訪問

車いすサービスセンター

車いす整備活動



4.〔報告〕チャリティーウォーク結果報告

2023年11月13日（月）〜2023年12月3日（日）、
第２回WAFCAチャリティウォークが無事終了しました。
ご参加いただいた皆さん、本当にありがとうございました！
【開催報告】　申込者数：464名/目標500名（昨年度比197名増）
　　　　　　　歩数：61,825,916歩/目標50,000,000歩
　　　　　　　いただいたご寄付：1,115,500円　※現在集計中です

↑陸上の岩出玲亜選手、WAFCAの大学生ボランティアとのコラボ動画★

↑デンソーアイリス赤穂選手、永田選手、木村選手の運動講座

詳しい開催レポートは

1月発行予定です

お楽しみに！



4.〔報告〕チャリティーウォーク結果報告

12月3日の最終日はクロージングイベントとして「みんな
で歩こう」を実施。30名の方にお集まりいただき３つのコ
ースに分かれてのウォーキングをしました。

車いすに挑戦コース、
WAFCAthleteの上総香子さんと一緒に
刈谷のまちをウォーキングしました🎵



5.〔報告〕第２回 みんなの∞マーケット（プルトップ寄贈）

蒲郡市で活動する市民団体ガマゴー・ファミリー様からプルト
ップ15kgもの寄贈を頂きました。代表の酒井さんと仲間は
「健常者と障がい者の壁のない街を実現したい」との想いで活
動中。WAFCA活動に共感した酒井さんの声掛けで、みんなで3
ケ月かけて集めて頂いたそうです。
団体主催のマルシェは半年毎に開催されていて、プルトップ寄
贈に加えてWAFCA出店依頼も受けました。会場近くには
WAFCAと関係の深いデンソー太陽様があり、お声がけして社
員ボランティアの方と一緒にチャリティー商品販売で参加した
いと思います。

概要 日時：12/2(土)
場所：海陽ヨットハーバー 
テーマ：ともに あそび たのしむせかい
催事：キッチンカー、物販出店、音楽等
来場：約200名



6.〔募集〕障がい児教育支援基金のお願い 

2023年、現地の物価の上昇、円安の影響などにより、
［障がい児教育支援基金］も厳しい状況が続いております。
また、24年活動を続け支援してきた奨学生の高学年化に伴
い、更なる支援が必要です。

 本年度当初に掲げた［障がい児教育支援基金］のための資金
調達目標200万円に対し、12月時点であと100万円の資金が足
りていません。
24年続けてきた支援を確実に現地に届けるため、募集強化月
間を設ける運びとなりました。
 
日頃からWAFCAをご支援くださる皆様に、さらなるお願いで
はございますが、年末募金［障がい児教育支援基金］としてご
協力をくださいますよう心よりお願い申し上げます。

障がいの有無に関わらず、障がいの有無に関わらず、障がいの有無に関わらず、
すべての子どもたちに平等に、すべての子どもたちに平等に、すべての子どもたちに平等に、
社会の中で自立を目指す権利があります。社会の中で自立を目指す権利があります。社会の中で自立を目指す権利があります。

WAFCA 寄付する



コラム：WAFCAIスタッフの紹介 (メリアさん)

・WAFCAIスタッフとして思うこと
皆さんは、こんにちは。私はメリア（32歳）と申します。
WAFCAIでは資金調達を担当しています。とても充実した
仕事ができています。活動の中で、困っている人を助けた
り、障がい児をサポートをする時にやりがいを感じます。

職場はとても雰囲気がよく、同僚の思いやり、共感、障が
い児のサポートを優先する姿勢を尊敬しています。

WAFCAIでは資金調達に力を入れています。多くの方に活
動について知ってもらい、応援してもらえるよう頑張って
いきます。日本の皆さんも、ぜひ応援よろしくお願いしま
す。

・

メリアさん (32)


